
「 発 達 障 害 児 の 二 次 障 害 予 防 支 援 研 究 」 キックオフ・シンポジウムが開催されました 

2018年2月9日（金）、みやき町コミュニティセンター「こすもす館」にて「発達障害児の二次障害予防支援研

究～二次障害を予防し関係者の負担軽減を目指すために～」を開催しました。当日は保育園・幼稚園・小学

校・特別支援学校・施設関係者、一般関係者、学内関係者など、総勢295人の方が参加されました。シンポジウ

ムは本学の福元学長とみやき町の原野様のあいさつで幕開けです。

福元裕二 学長 み や き 町 副 町 長

原 野 茂 様

最初に、本学の川邊氏より事業概要の説明です。いよいよ全学の取り組みが始まりました。続いて、発達障害児の保護

者からこれまで歩んでこられた30年間の貴重な話をしていただきました。続いて、ディスカッションではコメンテー

ターとして久留米大学の園田貴章先生、みやき町教育委員会の原徹也先生に同席いただき、本学の津上佳奈美氏がコー

ディネーターを務め、「発達障害児に寄り添う支援とは何か」をテーマにそれぞれの立場からこれからの支援の在りに

ついてお話いただきました。

左が園田 先生、右が原 先生

関心の高いテーマだけに、当日参加の方も多く、会場は

ほぼ満席となりました。参加者の方からは「もっと情報

を知りたい」「会場の様子をみて皆さんの関心の高さが

伺え勉強になりました」などの意見が多数あり、二次障

害予防の重要性を再認識するとともに本学としてこの取

り組みを推進していく責任をしっかりと感じることがで

きました。

ご来場の皆様、ありがとうございました。


